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２８広報せきかわ　2008・４月号

� キャベツを洗って水気を切り、ひと口の大きさに手でち

ぎる。しょうがは薄い輪切りにする。唐辛子は種をとっ

て輪切りにする。

� 鮭を熱湯にさっと通す。

� 鍋に酒、砂糖、しょうゆ、しょうが、唐辛子を入れて火

にかける。煮立ったら鮭を入れ、アルミホイルで落とし

ぶたをして中火で蒸し煮にする。

� 鮭が煮える頃にキャベツを入れてさっと煮て、鮭とキャ

ベツを取り出して盛り付ける。残った汁を煮詰めてかけ

る。

このコーナーに登場していただける方を募集しています。自薦他薦は問いません。

せ き か わ 文 芸

甘辛い味付けで子どもからお年寄りまでたい

へん好まれます。鮭のシーズンにぴったりで、

調理時間も約２０分と簡単に作ることができます。

じっくり心をこめて

スロースロー
フードフード ４９

鮭の甘辛煮

作り方

《今月のご紹介》

上関地区食生活改善推進員の皆さん

（ ）

〔 〕

材 料 （4人分）

・生鮭の切り身 ４切れ

・しょうが ５ｇ

・酒 大さじ９

・砂糖 大さじ１

せ
き
か
わ
文
芸
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

せ
き
か
わ
文
芸
コ
ー
ナ
ー
は
、
一
般
・
中
学
生
・
高
校
生
ど
な
た
で

も
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
報
せ
き
か
わ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
基
本
事
項

◇
俳
句
・
川
柳
「
五
・
七
・
五
」
※
俳
句
に
は
季
語
が
必
要
で
す
。

◇
短
歌
「
五
・
七
・
五
・
七
・
七
」

■
問
い
合
わ
せ
・
投
稿
先

◇
役
場
総
務
課
総
務
班
（
広
報
編
集
室
）
　
�
六
四
―
一
四
七
六

迎
え
に
来
る
夫
の
誘
い
を
断
わ
り
て
バ
ス
か
ら
見
ゆ

る
景
色
楽
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
　
啓
子

湯
花
入
れ
身
体
の
節
ぶ
し
揉
み
解
し
消
雪
の
音
き
く

寒
の
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
藤
枝

命
に
も
限
り
が
あ
る
と
会
う
日
待
つ
裂
か
れ
し
絆
の

結
ぶ
年
に
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
恵
美

調
理
法
と
と
も
に
届
き
ぬ
寒
の
鱈
ひ
ろ
ご
る
湯
気
に

佐
渡
の
海
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
千
恵
子

か

た

ば

み

短

歌

会

作

品

短
　
　
歌

陽
を
受
け
て
枝
も
た
わ
わ
の
柿
あ
ま
た
空
を
み
　
　
高
橋
　
イ
ツ

る
よ
に
雪
に
い
ろ
ど
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
広
苑
）

・みりん 大さじ２

・しょうゆ 大さじ４～５

・赤唐辛子 1/2本

・キャベツ ４枚

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○ １ 

○ ２ 

○ ３ 

○ ４ 
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せ き か わ 文 芸

執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長）

鳥 屋 雄 司

我ガ

を
折オ

れ
ば
妥
協

ダ

キ
ョ
ウ

の
線セ

ン

が
浮ウ

い
て
く
る
　
　
　
　
　
平
田
　
千
恵

ご
め
ん
ね
の
そ
の
一
言

ヒ
ト
コ
ト

に
あ
る
重
み
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

戦
中
苦
笑
っ
て
話
す
も
幸
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

琵
琶
湖
路

ビ

ワ

コ

ジ

に
マ
ラ
ソ
ン
テ
ー
プ
切
る
快
挙

カ
イ
キ
ョ

本
間
　
イ
ミ

切
る
切
れ
る
所
が
い
つ
も
仲
が
良
い
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
イ
ツ

ヨ
ー
カ
ン
切
る
物
差

モ
ノ

サ

し
使
う
子
だ
く
さ
ん
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

児こ

の
誘
ひ
見
事
な
る
か
な
春
の
月
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
し
づ
い

陽
の
射
し
て
友
来
る
予
感
春
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
く
に

啓
蟄

け
い
ち
つ

や
連
山
う
す
く
煙
り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
貞
子

春
の
始
め
念
仏
講
の
日
々
に
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
セ
ツ

遠
慮
な
き
隠
居
の
欠
伸

あ

く

び

日
永

ひ

な
が

か
な
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ノ
ブ

乳ち

の
み
児ご

の
は
や
眠
り
た
り
雛
の
前
　
　
　
　
　
　
米
野
　
セ
ツ

射
し
込
み
し
光
に
舞
う
や
春
の
塵
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
慶
一

関

川

俳

句

の

会

作

品

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
切
る
」・「
弁
解
」・「
雑
詠
」

新
潟
県
家
畜
保
健
衛
生
所
長
を

務
め
た
鳥
屋
雄
司
は
昭
和
十
二
年

十
月
二
十
日
関
川
村
宮
前
に
鳥
屋

二
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

昭
和
三
十
一
年
村
上
高
校
を
卒
業
。

医
学
部
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い

た
が
、
篤
農
家
の
祖
父
龍
蔵
の
強

い
す
す
め
に
よ
っ
て
日
本
大
学
農

獣
医
学
部
獣
医
学
科
に
特
待
生
と

し
て
入
学
。
昭
和
三
十
五
年
三
月

同
大
学
を
卒
業
。
同
時
に
獣
医
師

の
資
格
を
取
得
。
同
年
四
月
一
日

農
林
省
に
採
用
さ
れ
、
農
林
省
宮

崎
種
畜
牧
場
（
現
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
）
に
赴
任
し
た
。
牧
場
は
宮

崎
県
の
西
南
部
霧
島
山
麓
の
東
傾

斜
面
、
標
高
二
三
〇
〜
五
四
〇
�

に
位
置
し
総
面
積
三
七
八
・
二
�

の
広
大
な
牧
場
で
あ
っ
た
。
鳥
屋

は
こ
こ
で
乳
用
牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
）
の
改
良
事
業
に
真
剣
に
取

り
組
ん
だ
。

昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
当
時

千
葉
市
に
あ
っ
た
農
林
省
畜
産
試

験
場
（
現
畜
産
草
地
研
究
所
・
つ

く
ば
市
）
に
異
動
。
試
験
場
で
は

良
質
で
健
全
な
畜
産
物
の
生
産
性

向
上
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。

特
に
昭
和
三
十
九
年
八
月
六
日
杉

江
佶た

だ
し

を
中
心
に
開
腹
手
術
な
し
で

受
精
卵
移
植
に
成
功
し
世
界
を
驚

か
せ
た
。
研
究
心
旺
盛
な
鳥
屋
も

熱
心
に
革
新
的
な
技
術
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

し
か
し
昭
和
三
十
九
年
十
月
三

日
父
二
郎
が
急
死
し
た
た
め
郷
里

へ
帰
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
昭

和
四
十
年
六
月
二
十
八
日
農
林
省

を
辞
職
。

同
年
七
月
一
日
新
潟
県
職
員
に

採
用
さ
れ
た
。
最
初
の
勤
務
地
は

北
蒲
原
（
現
下
越
）
家
畜
保
健
衛

生
所
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
四

十
二
年
か
ら
四
十
九
年
三
月
ま
で

新
潟
県
農
林
部
畜
産
課
勤
務
と
な

っ
た
以
外
は
新
潟
県
畜
産
試
験
場

と
四
ケ
所
（
中
央
・
下
越
・
中

越
・
上
越
）
の
家
畜
保
健
衛
生
所

に
勤
務
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
内
の

畜
産
の
振
興
に
尽
力
し
た
。

平
成
四
年
四
月
一
日
下
越
家
畜

保
健
衛
生
所
長
に
就
任
。
北
蒲

原
・
岩
船
・
東
蒲
原
各
地
域
の
家

畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
対
策
に
取

り
組
み
、
地
域
の
防
疫
体
制
の
強

化
に
努
め
た
。
ま
た
安
全
で
良
質

な
畜
産
物
の
生
産
対
策
に
も
力
を

注
い
だ
。

平
成
六
年
四
月
一
日
中
央
家
畜

保
健
衛
生
所
長
に
栄
転
。
所
管
区

域
は
現
在
の
新
潟
市
を
は
じ
め
六

市
一
町
一
村
で
酪
農
及
び
養
豚
の

盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
家
畜
伝
染

病
予
防
、
ま
ん
延
防
止
を
は
じ
め

生
産
性
の
向
上
、
畜
産
物
の
安
全

性
確
保
な
ど
に
尽
力
し
、
地
域
に

お
け
る
畜
産
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。

平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
退
職
。

以
後
新
潟
県
村
上
財
務
事
務
所
に

嘱
託
と
し
て
勤
務
。
ま
た
宮
前
中

田
圃
場
整
備
事
業
の
代
表
を
務
め

郷
里
の
た
め
に
尽
く
し
た
。

平
成
十
二
年
六
月
十
五
日
心
筋

梗
塞
の
た
め
六
十
二
歳
の
若
さ
で

こ
の
世
を
去
っ
た
。

・
鳥
屋
家
の
系
図

先
祖

長
左
衛
門
…
龍
蔵
―
二
郎
―
雄
司
―
信
裕




